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皆
さ
ん
が
普
段
何
気
な
く
捨
て
て
い
る
ご

み
の
量
は
、
市
内
で
年
間
約
２
万
６
千
ト
ン

に
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
約
７
割
が
家
庭
系

ご
み
、
約
３
割
が
事
業
系
ご
み
で
す
。
家
庭

系
ご
み
は
一
人
一
日
当
た
り
約
８
０
０
グ
ラ

ム
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ご
み
の
処
理
や
処
分
な
ど
に
必
要
な
お
金

は
、平
成
27
年
度
で
年
間
約
7
億
4
千
万
円
。

一
方
、
指
定
ご
み
袋
の
販
売
や
ご
み
処
理
手

数
料
、
資
源
ご
み
の
売
却
な
ど
の
収
入
は
、

約
１
億
７
千
万
円
と
、
処
理
費
用
の
ほ
う
が

5
億
７
千
万
円
ほ
ど
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
で
、
大

量
の
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
が
増
え
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
球
温
暖
化

は
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、
余
分
な
ご

み
を
増
や
さ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
燃
や

す
ご
み
を
最
小
限
に
し
て
、
循
環
型
社
会
を

目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の

「
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
行
動
」
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

ご
み
を
減
ら
そ
う

〜
３
Ｒ
行
動
に
取
り
組
も
う
〜

特 集

□マイバックを持参する
□詰め替えできる製品を買う
□必要のない包装は断る
□無駄なものは買わない
□食事を残さないようにする
□生ごみ処理機器を使う

リデュースとは、できるだ
けむだなごみの量を少なく
することです。

□ごみを分別して捨てる
□リサイクルされた商品を買う
□�小型家電は専用回収ボックスに
入れる

リサイクルとは使い終わっ
たものをもう一度資源にも
どし製品を作ることです。

□不要なおもちゃを友だちにゆずる
□洋服や制服を兄弟姉妹で着る
□リサイクルショップを利用する
□お菓子の缶を小物入れにする

リユースとは一度使ったも
のをごみにしないで何度も
使うことです。

リデュース
Reduce

リユース
Reuse

３R行動

リサイクル
Recycle

これなら
僕にも
できるぞ

みんなで
取り組み
ましょう

▶�

エ
コ
パ
ー
ク
む
ら
か
み

　

（
村
上
市
ご
み
処
理
場��

−

檜
原

−

）
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ま
だ
ま
だ
資
源
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
缶
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み
が
年
間
約

３
千
ト
ン
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
燃
や
す
ご
み
に
は
「
紙
ご
み
」

や
「
古
着
・
古
布
類
」、
燃
や
さ
な
い
ご
み

に
は
「
小
型
家
電
」
な
ど
の
資
源
ご
み
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
紙
ご

み
や
古
着
・
古
布
類
、
小
型
家
電
を
し
っ
か

り
と
分
別
し
て
資
源
に
で
き
れ
ば
、
そ
の
分

の
処
理
費
用
が
か
か
ら
な
い
上
に
、
二
酸
化

炭
素
の
削
減
や
最
終
処
分
場
の
延
命
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
分
別
さ
れ
た
資
源

ご
み
は
売
却
さ
れ
、
収
入
を
処
理
費
用
に
充

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
紙
類
は
分
別
が
キ
ー
ワ
ー
ド

　

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
の
種
類
は
、「
新

聞
」「
紙
パ
ッ
ク
」「
段
ボ
ー
ル
」「
雑
誌
・

雑
が
み
」
の
４
種
類
で
す
。
特
に
「
雑
が
み
」

が
燃
や
す
ご
み
と
し
て
多
く
捨
て
ら
れ
て
い

る
た
め
、
で
き
る
だ
け
資
源
ご
み
と
し
て
分

別
し
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
「
雑
が
み
」

の
日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
雑
が
み
と
は
】
チ
ラ
シ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ノ
ー
ト
、
封
筒
、
コ
ピ
ー
用
紙
、
テ
ィ
ッ
シ

ュ
や
お
菓
子
の
外
箱
な
ど

　

※�

防
水
加
工
や
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
た
も

の
、
感
熱
紙
、
光
沢
紙
、
イ
ン
ク
ジ
ェ

ッ
ト
紙
、
圧
着
は
が
き
な
ど
は
、「
燃

や
す
ご
み
」
に
出
し
て
く
だ
さ
い

　
古
着
・
古
布
類
を
回
収
し
て
い
ま
す

　

不
用
に
な
っ
た
古
着
や
古
布
な
ど
を
、
市

役
所
本
庁
・
各
支
所
の
開
庁
日
に
無
料
で
回

収
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
し
た
古
着
は
、
中
古
衣
料
と
し
て
国

内
外
で
再
利
用
さ
れ
ま
す
。
古
布
は
、
工
業

用
雑
巾
や
フ
ェ
ル
ト
に
加
工
し
自
動
車
の
部

品
な
ど
に
再
生
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

◆
回
収
で
き
る
も
の

　

・�
上
着
、
ズ
ボ
ン
、
セ
ー
タ
ー
、
ス
ー
ツ

な
ど
衣
類
全
般
。
ハ
ン
カ
チ
、タ
オ
ル
、

生
地
な
ど
の
古
布

　
　

※
い
ず
れ
も
洗
濯
し
た
も
の

　
　

※�

汚
れ
や
破
れ
、
カ
ビ
、
臭
い
の
あ
る

も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん

　
使
用
済
み
の
小
型
家
電
は
貴
重
な
資
源

　

使
用
済
み
の
小
型
家
電
に
は
、
鉄
や
ア
ル

ミ
、
銅
、
希
少
金
属
（
レ
ア
メ
タ
ル
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
１
年
間
に
使

用
済
み
と
な
る
小
型
家
電
は
65
万
ト
ン
。
そ

の
う
ち
、
有
用
な
金
属
は
28
万
ト
ン
、
金
額

に
し
て
な
ん
と
８
４
４
億
円
に
も
な
り
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、ご
家
庭
の
使
用
済
み
小
型
家
電
は
、

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
や
大
型
小
売
店
な
ど

に
設
置
し
て
あ
る
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

◆
回
収
で
き
る
も
の

　

携
帯
電
話
・
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
・
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
・
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
・
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ

タ
ー
な
ど
の
電
気
や
電
池
で
動
く
家
電
と
付

属
品
で
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
投
入
口
（
縦
15

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

×
奥
行
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）に
入
る
も
の
。

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
生
活
環
境
室

　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
７
２
）

　このほかにも、生ごみ水切り密閉容器（生ごみ
を密閉し、水切りできる。補助金限度額千円）も
あります。いずれも購入前に申請が必要となりま
す。詳しくはお問い合わせください。

生ごみ処理機器
生ごみを発酵、分解させ
乾燥処理する
補助金限度額　２万円

生ごみ堆肥化容器
（コンポスト）

微生物を利用し、生ごみ
をたい肥化させる
補助金限度額　３千円

　ごみ減量化の機器・容器の購入に補助金（限度
額：購入金額の３分の１まで）を交付します。

補助金を利用してごみを減らそう

▶�

市
役
所
本
庁
の
正
面
玄
関
に
設
置
し
て
あ

る
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス

▶�

本
庁
環
境
課
・
各
支
所
に
設
置
し
て
い
る

古
着
・
古
布
回
収
ボ
ッ
ク
ス
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